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高耐候性・高日射反射率塗料「アロンMDクールカラーSi」と
アクリルゴムの組み合せが、遮熱と防水を同時に実現します。遮熱性能
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高耐候性・高日射反射率塗料「アロンMDクールカラーSi」と
アクリルゴムの組み合せが、遮熱と防水を同時に実現します。

優れた遮熱性能により、屋内への熱の侵入を抑制します。

耐候性、耐汚染性に優れています。

遮熱性の高い特殊顔料を採用したアロンMDクールカラーSiを使用した遮熱
仕様により、近赤外線を効率よく反射し、屋根の温度上昇、さらには屋内
への熱の侵入を抑制します。これにより、室内の温度上昇を防止します。
また、熱による防水層の劣化を軽減します。

アロンMDクールカラーSi は、耐候性に優れる弱溶剤系のアクリルシリコン
樹脂を使用しています。また、優れた低汚染機能により、汚れによる日射
反射性能の低下を防止し、長期にわたって遮熱性能を保持します。

建物の長寿命化に貢献します。
遮熱性能による省エネ（地球環境の保護）や住環境の改善に加え、水分、塩化物などの劣化因子の遮断性、耐久性と信頼性の高い
アクリルゴムが、建物を長持ちさせます。

アロンMDクールカラーSiは、JIS K5675 に規定する日射反射率を満足しています。
標準色の日射反射率

※日射反射率は、色により異なります。また、下地の状態、施工条件などにより異なる場合があります。

47.0
60.2
62.9
46.7
73.0
45.5
56.2
44.3
47.9
88.4

標準色の種類 日射反射率に関する公的規格

【JIS K 5675（屋根用高日射反射率塗料）】

【KRK S-001（高反射率防水シート）】

※本JISは防水用には適用されません。

日射反射率（％）
近赤外波長域 全波長域

明度
（L* 値）

26.4
40.9
44.6
25.8
58.3
24.5
36.0
23.7
27.0
88.7

35.3
53.4
58.7
25.4
69.0
20.1
34.0
18.9
26.2
96.0

グリーン
グレー
ライトグレー
ダークグレー
アプリコット
ダークブルー
ブリックレッド
ブラウン
チョコレート
ホワイト

明度（L* 値） 波長域 日射反射率
規定なし 近赤外 50.0％以上

明度（L* 値） 波長域 日射反射率
L*≦ 40.0
40.0 ＜ L*＜ 80.0
80.0 ≦ L*

近赤外
40.0％以上
明度以上
80.0％以上

●勾配屋根遮熱仕様［防水材にアロンMDクールカラーSi（標準色、艶あり）0.15kg×2回 /m2］の測定値

●陸屋根遮熱仕様［防水材にアロンMDクールカラーSi（標準色、艶あり）0.2kg×1回 /m2］の測定値

※日射反射率は、色により異なります。また、下地の状態、施工条件などにより異なる場合があります。

44.4
58.5
61.2
45.9
69.4
42.6
52.5
43.8
46.1
81.9

標準色の種類 日射反射率に関する公的規格

【JIS K 5675（屋根用高日射反射率塗料）】

【KRK S-001（高反射率防水シート）】

※本JISは防水用には適用されません。

日射反射率（％）
近赤外波長域 全波長域

明度
（L* 値）

25.0
40.2
44.0
25.4
56.6
23.1
34.2
23.5
26.1
83.6

35.1
53.7
58.8
25.6
69.1
20.1
34.0
19.0
26.1
94.6

グリーン
グレー
ライトグレー
ダークグレー
アプリコット
ダークブルー
ブリックレッド
ブラウン
チョコレート
ホワイト

明度（L* 値） 波長域 日射反射率
規定なし 近赤外 50.0％以上

明度（L* 値） 波長域 日射反射率
L*≦ 40.0
40.0 ＜ L*＜ 80.0
80.0 ≦ L*

近赤外
40.0％以上
明度以上
80.0％以上

反射大 反射小

日射

遮熱仕様 従来仕様
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①0.5kg/m2
②0.5kg/m2
③0.2kg/m2

               +
                   アロンゴムチップ13g

①0.5kg/m2
②0.5kg/m2
③0.2kg/m2

               +
                   アロンゴムチップ13g

①0.5kg/m2
②0.5kg/m2
③0.2kg/m2

               +
                   アロンゴムチップ5g

①0.2kg/m2

①0.2kg/m2

①0.2kg/m2

①0.15kg/m2
②0.15kg/m2

①0.15kg/m2
②0.15kg/m2

①0.15kg/m2
②0.15kg/m2

①0.5kg/m2
②0.5kg/m2

①0.2kg/m2
+

アロンゴムチップ 13g

①0.2kg/m2
+

アロンゴムチップ13g

①0.2kg/m2
+

アロンゴムチップ 5g

標準仕上げ

仕上塗料
推奨適用部位

（標準：◎　対応可：○） 標準使用量（ローラー塗布時）

陸屋根陸屋根 勾配屋根+壁面 勾配屋根

◎

◎

◎

◎

艶（標準：◎　対応可：○）

艶消し

◎

◎

◎

半艶

◎

◎

◎

艶あり

特注色
（対応可：○）

種　類 名　称

耐摩耗仕上げ

防滑仕上げ

アロン水性 RU

アロンMDルーフカラー Si

アロンMDクールカラー Si

アロン FTS

アロンMDルーフカラーSi
　　　　　+
　アロンゴムチップ

アロンMDクールカラー Si
+

　アロンゴムチップ

①アロン FTS
②アロン FTS
③アロンMDルーフカラーSi
　　　　+
　アロンゴムチップ

①アロン FTS
②アロン FTS
③アロン水性RU
　　　　+
　アロンゴムチップ

①アロン FTS
②アロン FTS
③アロンMDクールカラー Si
　　　　+
　アロンゴムチップ

アロン水性 RU
　　　+
アロンゴムチップ

仕上塗料の適合性一覧表

◎

○

◎

○

◎

○

○















既存アスファルトシングル

水切り

3.アロンMDルーフカラーSi
2.アロンコートSQ-H
1.アロンQD-S
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【適用部位：地下外壁（埋戻し面）】
工程

下地処理

下地の確認および清掃

プライマー

防水材

保護緩衝材

塗布回数塗装方法使用材料 標準使用量
（kg/m2）

10.地下外壁密着工法　SQ-UW工法

アロン水性プライマーまたはアロン水性マルチプライマー

全面緩衝材施工（別途工事）

アロンコートSQ-H（すり込み塗り）

アロンコートSQ-H

1 回

1回

1～3回

0.1～0.3

0.5

1.5

ローラー塗り

ローラー塗り

別途

◎ 各使用製品の可使時間、成膜時間などについては別途標準仕様書をご参照ください。
《注意事項》

【適用部位：アスファルトシングル葺屋根】
工程

下地処理

下地の確認および清掃

プライマー

防水材

仕上塗料

塗布回数塗装方法使用材料 標準使用量
（kg/m2）

11.アスファルトシングル葺屋根改修専用工法　SQ-AS工法

アロンコートQD-S（すり込み塗り）

各種仕上塗料＊3

アロンコートSQ-H

2 回＊1

1～3回

2回

1.5

1.5

＊3

ローラー塗り

別途

ローラー塗り
または吹付け＊2

ローラー塗り
または吹付け＊1

ローラー塗り
または吹付け

＊1：ピンホールをなくすため、プライマー兼下地調整材「アロンQD-S」は必ずローラー刷毛を用いて、2回に分けてすり込みます。
＊2：吹付けで乾燥条件が良い場合は吹き継ぎができますので、アロンコート SQ-H　0.2kg/m2 を全体に吹付け、吹き継ぎを消します。
＊3：「仕上塗料の適合性一覧表」（p.14）をご参照ください。
◎ 各使用製品の可使時間、成膜時間などについては別途標準仕様書をご参照ください。

＊1：吹付けで乾燥条件が良い場合は吹き継ぎができますので、アロンコート SQ-H　0.2kg/m2 を全体に吹付け、吹き継ぎを消します。

《注意事項》

10 SQ-UW工法（地下外壁密着工法） 11 SQ-AS 工法（アスファルトシングル葺屋根改修専用工法）

ポリエチレンフィルム、断熱材
などの緩衝材（別途工事）

2～3.アロンコートSQ-H

1.アロン水性プライマー

下地処理（別途工事）

図番号

－

－

1

2

3

図番号

－

－

1

2

3

施工例 6
（p.26）
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施工例

施工例

アスファルトシングル葺屋根改修専用工法　［SQ-AS工法］

5

施工例

勾配屋根露出密着工法　　［SQ-K工法］

6

アロン水性RU

アロンコートSQ-H
+アロンメッシュ

アロン強化プライマー

アロンコートSQ-H

既設加硫ブチル
ゴムシート

加硫ゴムシート防水の改修（かぶせ工法） 施工中

施工後

アロンMDルーフカラーSi

浮き部

欠損部

アロンコートSQ-H

アロンQD-S

ステンレス製釘

アロンカチオクリート

施工後

施工前



27

施工例 砂付露出アスファルト防水改修専用工法　　［SQ-M工法］7

施工例 RC造ドーム屋根露出密着工法　　［SQ-KD工法］8

ふくれ部

既存防水層のふくれ部を撤去した後、
砂付露出アスファルト防水改修専用工法で施工した。

アロンコート
SQ-M用調整材

砂付露出
アスファルト防水

アロン水性プライマー

アロンコート
SQ -M

ふくれ

既存防水層

アロンウオール
SQ-KD

施工前

施工前

ウレタンゴム系塗膜防水の改修

施工後

施工後

下地処理（ふくれ部撤去）

砂付露出アスファルト防水の改修（かぶせ工法）
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施工手順例

施工

1 通気緩衝シート張り

1 プライマー塗布または吹付け

SQベースの中にセッターを投入します。
投入順序を反対にすると混合できません。

攪拌機は、分散形羽根高速
攪拌機を使用します。 攪拌羽根形状

別途：下地処理
目地部補強布張り（PCa、ALCの場合）

2 パンチ穴充填

1セット（25kg）= SQベース1箱（15kg）+SQセッター1袋（10kg）

SQ-KS

SQ-S

必要に応じてSQ遅延剤を投入
する。

丸型容器約30リットルにSQ
ベース1箱（15kg）を投入する。

攪拌しながらSQセッター 1袋
（10kg）を逐次投入する。
粘度を調整し、2～3分間十分
に混合する。

20メッシュ程度の網で濾過す
る。

アロンコートSQ（防水材）の練混ぜ

施工 /施工手順例
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2 メッシュ張り 3防水材吹付け（1回塗り） 4仕上塗料吹付け

3 メッシュ張り 4 防水材塗布（2～3回塗り）

吹付けのほか、ローラー、左官刷毛やコテでの施工ができます。

5 仕上塗料塗布

ローラーでの施工（2～3回塗り） 左官刷毛での施工（2回塗り）

ローラー、左官刷毛やコテでアロンコートSQ（防水材）を施工する場合は、
1回の使用量を1.0kg/m2以内にし、使用量は工程数を増やすことにより調節します。



技術データ
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アロンコートSQ（防水材）各配合の塗膜物性

1.4

6.4

1.0

450

126

200

106

106

12.7

－0.3

100

121

121

114

385

382

355

370

合格

合格

合格

75

1.4

3.9

1.0

470

132

321

139

225

12.7

－0.3

141

100

107

50

465

395

435

618

合格

合格

合格
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ダンベル 1号形  100％伸張  168h- 80℃
50％伸張オープンフレームカーボン
アークランプ 250h
40％伸張  168h - 40℃   75pphm 

ダンベル 3号形  168h- 80℃
オープンフレームカーボンアークランプ 250h
168h - 0.1% - NaOHの飽和Ca（OH）2
168h - 2% -H2SO4

JIS K 5601-1-2

SQベースF

SQセッターF　硬化剤

SQセッターF　フィラー

74

1.15

1.41

0.52 ㎜

SQベース

SQセッター

75

1.20

1.44

0.52 ㎜

ベース

セッター

固形分（％）

養生：24h -23℃+72h- 40℃
ダンベル状3号形（1㎜厚）
引張速度：200㎜/min

上記に同じ

300×30㎜短冊、168h- 80℃

B形、引張速度：200㎜/min

23℃

－20℃

60℃

23℃

－20℃

60℃

引張強さ（N/mm2）

破断時の伸び率（％）

拡張積（N/mm）

加熱処理

促進暴露処理

アルカリ処理

酸処理

加熱処理

促進暴露処理

アルカリ処理

酸処理

加熱処理

促進暴露処理

オゾン処理
伸び時の劣化性状

1kg/m2 塗布時の乾燥膜厚（理論値）

比重混合後

配合

液

乾燥膜

引張強さ比
（％）

引張性能

引裂性能

加熱伸縮性能

劣化処理後の引張性能

引裂強さ（N/mm）

伸縮率（％）

SQ配合 SQ-F 配合

SQ配合 SQ-F配合 測定方法

破断時の伸び率
（％）            

破断時のつかみ間の
伸び率（％）

固形分（％）
JIS A 6021- 2011 建築用塗膜防水材（屋根用）による

上記データは実験値であり保証値ではありません。

防水材の性状



納まり
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パラペットおよび入隅部の納まり

※既存防水層の入隅が浮いている場合は、縁切りを行う。

新　築改　修

保護アスファルト防水の場合

高分子ルーフィング防水の場合

露出アスファルト防水の場合

塗膜防水の場合

SQ-S（RC下地）の場合

SQ-S（RC下地）の場合

SQ-TKの場合

SQ-S（ALC下地）

SQ-S

SQ-S

SQ-S

SQ-S

SQ-S

SQ-S
アロンゴムシートテープ

既存防水層

SQ-SP

SQ-S

アロン緩衝シート

SQ-KS

SQ-S

SQ-S

既存防水層

既存防水層

SQ-SP

SQ-M

SQ-M
アロンコートSQ-M用調整材

SQ-S

SQ-S

既存防水層

SQ-SP

SQ-S

SQ-TK 

アロンTKシート

デッキプレート

アロンゴムシートテープ















38

維持管理のお願い

取扱い

施工が完了したアロンコートSQ防水層を健全に維持するためには、
施工後の維持管理が重要です。
施主および建物管理者には、以下のような管理をお願いいたします。

塗膜層の上を歩行する場合は、スパイク底など、塗膜層を損傷する履物で歩かないでください。
また、保護仕上げについて、以下の仕上げを設定しています。
標準仕上げ
塗料仕上げとなります。防滑性はないため、すべりやすく危険です。ご注意願います。
防滑仕上げ
防滑性を発現させるため、骨材入仕上材を使用します。
マンションや学校など歩行者が特定されている環境に適用します。
耐摩耗仕上げ
骨材入仕上材とゴムチップ入トップコートの複層により耐摩耗性のある仕上げとなります。
防水層の上に雪や水があるとすべりやすくなりますのでご注意ください。
特に標準仕上げは防滑性がないため、大変すべりやすく危険です。
防水層にねじり、摩擦、強い衝撃が掛かるような運動（走りを伴う運動やゴルフなど）は避けてください。
防水層を鋭利な物で傷付けたり、物を落としたり引きずったりしないでください。
雪降ろしや清掃する際、スコップなどの鋭利な道具の使用は避けてください。
重量物、振動する物、鋭利な物を防水層の上に置かないでください。
防水層上に架台基礎などを設置する場合は、保護板を敷設してください。
防水層にネジ、釘、アンカーなどを打設し穴を開けないでください。
防水層の上に溶剤、薬品類をこぼしたり、流したりしないでください。
防水層の上で火気を使用したり、タバコを投げ捨てたりしないでください。
防水層の上で別途工事を行う場合は、防水層に損傷を与えないようにしてください。
脱気筒が設置されている場合には、足元に十分注意し、躓かないようにしてください。
ペットを飼ったり、動物の糞尿を放置しないようにしてください。
防水層は、中性洗剤以外の洗剤で洗浄しないでください。

①

②

③
④

⑤

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

定期的な点検を行い、排水溝、ルーフドレン回りに溜まった土砂、落ち葉などは定期的に取り除き、水
たまりのないようにしてください。また、防水層上には苔や草をはやさないようにしてください。
防水層や仕上塗料に剥がれ、ひび割れ、薄くなっているなどの異常が認められた場合には、弊社または
施工業者にご相談ください。
増改築や空調機器の設置などで防水層に手を加えることが必要な場合は、施工業者にご相談ください。
仕上塗料は劣化の状況に応じて、同じ材料で塗替えを行ってください。なお、塗替え工事は有償工事と
なります。

①

②

③
④

アロンコートSQの防水性能を長期にわたって維持するためには、以下の管理をお願いいたします。

アロンコートSQ施工後の維持管理
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組合について

組合の概要
名　　称 全国アロンコート・アロンウオール防水工事業協同組合（略称：全アロン防水組合）
所 在 地 東京都港区西新橋 1- 11- 8 丸万 5号館 3階
設　　立 19 81年（昭和56年）８月14日
許可番号 建設省東計振発第 359 号
所　　轄 国土交通省  土地・建設産業局 建設市場整備課
会 員 数 239 社
  防水工事業者：212 社
  販売代理店、アロン化成（株）および東亞合成（株）：27 社
電　　話 03-3595-2331
Ｆ Ａ Ｘ 03-3592-2816
Ｅメール zen-aron@zen-aron.or.jp
Ｕ Ｒ Ｌ http://www.zen-aron.or.jp

詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。
http://www.zen-aron.or.jp

1971年（昭和46年）、東亞合成（株）が、アクリルゴムを世界で初めて建築用途の屋根用塗膜防水材ならびに
外壁用塗膜防水材として開発し、上市しました。早くも翌々年には、「アロンコート会」が設立され、
1981年（昭和56年）には建設省の許可を取得して、「全国アロンコート・アロンウオール防水工事業協同組合
（略称：全アロン防水組合）」が設立されるに至りました。
この組合は、アロンコート・アロンウオールを使用して塗膜防水工事を行う全国の事業者で構成され、組
合員の相互扶助の精神に基づいて必要な共同事業を行い、自主的な経済活動を促進することを主な目的と
しています。
技術委員会等で組合員の技術や知見の更なる向上を図り、アロン防水技能工やアロン調査診断・防水管理
士等のプライベートライセンスを発行しています。また、塗膜防水材アロンコート・アロンウオールの宣伝、
普及活動に努めています。

（2019 年3 月）

全国アロンコート・アロンウオール防水工事業協同組合




